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                           平成 24 年５月 15日 

 

各 位 

 

上場会社名 株式会社メディサイエンスプラニング 

（コード番号:2182  大証ＪＡＳＤＡＱ） 

本社所在地 東京都中央区東日本橋一丁目１番７号 

代 表 者 代表取締役会長兼社長  浦 江 明 憲 

問い合せ先  経営企画部長        筒 井  祐 智 

電 話 番 号  03 (5820) 7614 

 

 

主要株主である筆頭株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ 

 

平成 24 年５月 18 日付で、以下のとおり当社の主要株主である筆頭株主の異動及びその他の関係会社

の異動が見込まれますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．異動が生じる経緯 

本日、別途開示しております「株式会社メディサイエンスプラニングとエムスリー株式会社との資

本・業務提携に関するお知らせ」に記載のとおり、エムスリー株式会社（以下、エムスリー）は平成

24 年５月 18 日付で、当社既存株主から市場外の相対取引により、当社の普通株式 649,400 株（発行

済株式総数に対する割合 25.00％）を取得する予定であります。 

これにより、当社の主要株主である筆頭株主及びその他の関係会社に異動が生じる見込みとなった

ものであります。 

 

２．異動する株主の概要 

 （１）新たに主要株主である筆頭株主及び当社のその他の関係会社となる株主の概要 

① 商号 エムスリー株式会社 

② 本店所在地 東京都港区赤坂一丁目 11番 44 号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 谷村 格 

④ 事業内容 インターネットを利用した医療関連サービスの提供 

⑤ 資本金の額 1,280 百万円 

⑥ 設立年月日 平成 12 年９月 29 日 

⑦ 純資産（連結） 17,480 百万円 

⑧ 総資産（連結）  23,017 百万円 

⑨ 大株主及び持株比率 

ソネットエンタテインメント株式会社：55.9％ 

谷村 格：4.8％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社：4.8％ 

資本関係 

両社間には、記載すべき資本関係はありません。

また、両社の関係者及び関係会社間においても、

特筆すべき資本関係はありません。 

⑩ 上場会社と当該会社の関係 

人的関係 両社間には、記載すべき人的関係はありません。
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また、両社の関係者及び関係会社間においても、

特筆すべき人的関係はありません。 

取引関係 

両社間には、記載すべき取引関係はありません。

なお、当社は、エムスリーの連結子会社からモニ

ター派遣業務を受託しており、また、エムスリー

の持分法適用関連会社に対して翻訳業務を委託し

ております。 

 

 （２）主要株主である筆頭株主でなくなる株主の概要 

① 氏名 酒井 杏郎 

② 住所 東京都大田区 

 

３．当該株主の異動前後における議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対する割合 

（１）エムスリー株式会社 

総株主の議決権に対する割合  
属性 

議決権の数 

（所有株式数） 直接所有分 間接所有分 合計 
大株主順位 

異動前 ― 
― 

（―） 
― ― ― ― 

異動後 

主要株主である

筆頭株主及びそ

の他の関係会社 

6,494 

（649,400） 
25.00％ ― 25.00％ 第１位 

 

（２）酒井 杏郎 

 
属性 

議決権の数 

（所有株式数） 
総株主の議決権に対する割合 大株主順位 

異動前 
主要株主である

筆頭株主 

4,225 

（422,500） 
16.27％ 第１位 

異動後 ― 
800 

（80,000） 
3.08％ 第６位 

 （注）１．異動前及び異動後の総株主の議決権に対する割合は、発行済株式総数 2,597,600 株から直前の基準日であ

る平成 24 年２月 29 日現在の議決権を有しない株式数 400 株を控除した、総株主の議決権の数 25,972 個を

基準として計算しております。 

２．大株主順位につきましては、直前の基準日である平成 24 年２月 29 日現在の株主名簿を勘案し、現時点で

当社において想定した順位として記載しております。 

 

４．異動予定年月日 

  平成 24 年５月 18 日 

 

５．今後の見通し 

今回の異動を伴う資本・業務提携が、両社の業績に与える影響は現時点では未定ですが、今後の両

社の企業価値向上に資する提携と考えており、今後両社の業績に重大な影響を与えることが明らかに

なった場合は、適時お知らせいたします。 

以 上 

 


